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豊田市における中心市街地の 
活性化について 



商業観光課の業務 
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豊田市事務分掌規則より 

 

豊田市事務分掌条例より 



商業観光課の業務 
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豊田おいでんまつり 



商業観光課の業務 
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公共空間の利活用 



商業観光課の業務 
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おもてなしエリア（ＲＷＣ2019） 

 



豊田市の中心市街地 
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出典：豊田市駅西口地区市街地再開発組合「豊田の再開発史」 

昭和60年ごろの豊田市の中心部（再開発事業前） 

 



豊田市の中心市街地 
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平成30年の豊田市 

 



中心市街地活性化への歩み 
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計画名称 テーマ 主な取組実績 

都心総合整備基本計画 
 

（昭和60年～） 

多目的な人々が集まる
核（家族が楽しめる 

シビックアミューズメント
センター）の形成 

  
・市街地再開発事業（豊田市駅西口地区、     
 豊田市駅東地区、豊田市民センター地区） 
 
・ペデストリアンデッキ整備事業 
 
・緑陰歩道整備事業（若宮町・西町）   

中心市街地活性化基本計画 
 

（平成12年～） 

交流がうみだす 
市民社会の創造拠点 

  
・市街地再開発事業（豊田市駅前通り南地区） 
 
・中心市街地活性化推進組織（ＴＭＯ）の設立   

  
中心市街地緊急活性化計画 

 
（平成13年～） 

対話で蘇る 
ふるさとの顔 

  
・広域商業施設（撤退した豊田そごう、サティの後継
店舗）の誘致 

 
・再開発ビルに市民活動センター、子育て支援セン
ター、駅西口サービスセンター（市窓口）を設置 

 
・旅券発給窓口等の県民サービス施設の誘致   

昭和60年に策定された「都心総合整備基本計画」から 
再開発事業を始めとするまちの基盤整備のスタート 



中心市街地活性化基本計画とは 
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人口減少社会に対応するため、中心市街地の都市機能を増進し、
経済活力を向上させる施策を総合的かつ一体的に推進する上で、
基本となる計画 

平成18年のまちづくり三法（大店立地法・中活法・時計法）の改正

により、市区町村が作成した計画を国に申請し、認定を受ける制度
が設立された 

計画に対する適切な評価・各施策の横の連動性強化・参加主体の
拡大・支援措置の拡充などをもって、 より有用な計画の策定及び
推進を促す仕組みが構築された 

計画において中心市街地活性化の目標を掲げ、定期的に目標に
対する評価を行う 

計画は5つの施策群からなり、各事業の推進により活性化の目標
達成に資する 

  4章（市街地整備改善）、5章（都市福利施設整備）、6章（居住環境向上）、 

  7章（商業の活性化）、8章（4～7章までの事業と一体的に推進する事業） 

 

 

 

 



中心市街地活性化基本計画とは 
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３期計画実施中の自治体 

八戸市、長岡市、富山市、高岡市、金
沢市、岐阜市、藤枝市、豊田市、鳥取
市、高松市、熊本市、大分市、鹿児島
市 の合計13市 

• 中心市街地活性化の推進に関する法律（平
成10年６月3日法律第92号）に基づき、市町
村が策定した中心市街地活性化基本計画を
内閣総理大臣が認定を行う制度のこと 

   （首相官邸ＨＰより抜粋） 

• 令和元年7月時点で81市2町が認定計画実施
中 

• 少子高齢化、消費生活 

• そのうち豊田市と同様、３期計画に取り組ん
でいる市は  

出典：内閣府地方創生事務局ＨＰ 



中活基本計画の区域 
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基本計画エリア（196ｈａ） 
 北は（都）豊田則定線、東は矢作川、西は枝下緑地、南は（都）初陣線に
囲まれた範囲 



第1期中活基本計画 
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合計71事業を実施 



第2期中活基本計画 
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合計38事業を実施 



第2期中活基本計画 
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第2期計画の成果 北地区再開発ビルの竣工 

 



第3期中活基本計画 
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計画期間：平成30年4月～令和5年3月（5年間） 



第3期中活基本計画 
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第3期中活計画 目標指標について 



第3期中活基本計画 
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第3期中活計画 基幹事業の紹介 



第3期中活基本計画 
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中心市街地活性化協議会 
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協議会役職 団体名 

会長 豊田商工会議所 会頭 

副会長 豊田まちづくり㈱ 代表取締役社長 

副会長 （公財）豊田都市交通研究所 所長 

監事 豊田市 副市長 

監事 豊田信用金庫 会長 

監事 ㈱豊田スタジアム 代表取締役社長   

事務局長 豊田商工会議所 専務理事 

中心市街地に関わる多種多様な関係者で構成された 
法定組織 



豊田市での特徴的な事業① 
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 平成20年より運用開始 
 現在20箇所に設置、朝5時～夜0時
までの歩行者通行量をカウント 

 人の頭の形を認識してカウント 
 防犯カメラとしての機能は無い 

 メリットは日常的に計測が可能で、
過去同時期との比較が容易である
こと 

 デメリットはイニシャルコストが1基 
  あたり100万円程度必要なこと 
 国交省都市局が平成30年6月に策
定した「まちの活性化を測る歩行者
量調査のガイドライン」で、参考事例
として紹介されたことにより、他市か
らの視察依頼が相次いだ 
 
 
 
 
 
 
 
 

歩行者自動計測装置（パロッシー） 



豊田市での特徴的な事業① 
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 駅前停車場線を中心に設置 

 設置箇所の偏在化が課題 

パロッシーの設置状況 



豊田市での特徴的な事業① 
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パロッシーにより入手できるデータの一例 



豊田市での特徴的な事業② 
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出典：豊田まちづくり㈱「中心市街地活性化の歩み」 

 平成15年4月より運用開始 

 駐車料金が高い、どの駐車場に  
停めたらよいかわからない等の中心
市街地における課題への対応として
運用 

 加盟店による認証により最大３時間
まで無料駐車が可能 

 認証の基準は加盟店により様々 

 加盟店は使用料を支払うことで最大
で約4,400台もの駐車場を確保する
ことができる 

 

 

フリーパーキング（ＦＰ）事業 



豊田市での特徴的な事業② 
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平成29年11月より運用開始 

従来の3時間無料駐車に加え、特定の駐車場を利用した場合、 
時間消費型施設と他の加盟店との2回認証により、最大5時間まで
無料駐車が可能 

対象となる駐車場は、比較的縁辺部の稼動率の低い駐車場とし、
まちなかへの回遊を促す仕組みとなっている 

 

出典：豊田まちづくり㈱「中心市街地活性化の歩み」 

フリーパーキング・プラス（ＦＰＰ）事業 



豊田市での特徴的な事業② 
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出典：豊田まちづくり㈱「中心市街地活性化の歩み」 

ＦＰ加盟駐車場（全17駐車場）の状況 

 

 



豊田市での特徴的な事業③ 
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あそべるとよたプロジェクト 実施MAP

「あそべるとよたＤＡＹＳ」 

 

 

 

 



豊田市での特徴的な事業③ 
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「あそべるとよたＤＡＹＳ」 



豊田市での特徴的な事業④ 
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出典：豊田まちづくり㈱「中心市街地活性化の歩み」 

（一社）ＴＣＣＭによる活動 

 

 

 

 



豊田市での特徴的な事業④ 
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（一社）ＴＣＣＭによる活動 

 

 

 



中活の成果① 
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中活の成果② 
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中活の成果③ 
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出典：豊田まちづくり㈱「中心市街地活性化の歩み」 

ＦＰ（フリーパーキング）対象駐車場の利用台数 



中活の成果④ 

出典：豊田まちづくり㈱「中心市街地活性化の歩み」 

Ｈ30中心市街地商業現況調査結果 
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 傾向として… 
 
① 空き店舗率は減少傾向 
  →店舗形態自体の減少？ 
    住宅化の進行？ 
    コインパーキングの増加？ 
 
② 物販店舗は大幅に減少 
    飲食店は増加傾向 
   （特に夜間飲食） 
 



将来の中心市街地のイメージ 
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「都心の未来デザインブック」より 

 

 

 

 

 

 



将来の中心市街地のイメージ 
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「都心の未来デザインブック」より 

 

 

 

 



「にぎわい」とは？ 
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中活計画の目標 「まちなかのにぎわい創出」 

 

さて、「にぎわい」とは？？ 

 

どういう状態を「にぎわっている」という？ 

今の豊田市はにぎわっていない？ 

にぎわっている「まち」といえば？ 

にぎわいに必要な装置（施設）とは？ 

イベントをやればにぎわうのは当たり前だよね？ 



ご清聴 
ありがとうございました 



参考：中活区域内データ 
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参考：関連資料 
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周辺市町における大規模商業施設の立地状況 

ららぽーと東郷 2020年秋開業予定 



参考：第1期中活計画 事業一覧 
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参考：第2期中活計画 事業一覧 
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参考：都心環境計画 
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計画期間 平成28年度～令和9年度 



参考：豊田市つながる拠点づくり計画 
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